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１． 研究目的 
 本研究は，平成 31 年度共同研究プロジェクト

「就職に困難を抱えるグレーゾーンの学生を対象

とした，ICT 活用による情報共有支援ツールの開

発」の継続研究である．申請者らは，昨年度，ICT
活用による情報共有支援ツールを実際に使用する

ことで，情報を共有することのメリットについて

明らかにしてきた．一方で，本ツールに共有する

べき情報を学生自身が入力することは容易ではな

いことも明らかとなった．具体的には，本ツール

に入力するには，自己に対する理解に加えて，仕

事や働くことに対する理解，通常雇用と障害者雇

用のメリット・デメリットの理解，自分のキャリ

アをどのように形成していきたいかという将来展

望が重要となるが，これらは就職活動を始める段

階よりも前の段階（例えば，2，3 年生）から取り

組まなければならない．そして，これらの理解に

は，当人と支援者だけでなく，同年代の他者や企

業で働いている人など様々な立場の人たちと議論

することが重要である．そこで，本研究では，昨

年度の研究を踏まえ，①発達障害のある学生の自

己認識や職業意識はどのようなものであるのか，

②発達障害のある学生が同年代の他者や企業で働

いている人と議論する場（キャリア教育プログラ

ム）を提供することが，自己理解や仕事や働くこ

とに対する理解を深め，本ツールへの入力が促進

されるかどうか，③そのような機会を通して学生，

企業双方の相互理解が進み，ミスマッチが減るか

どうかについて明らかにすることを目的とした． 
 

２． 研究実施内容 
本年度は，まず，キャリア教育プログラムの実

施に向けて，他大学の様々な部署に所属している

障害学生支援の担当者との情報交換会を複数回開

催した．その後，キャリア教育プログラムの試行

版を作成し，実施した． 
１）情報交換会の開催 
 令和 2 年度は，共生社会文化研究所の「発達障

害及びグレーゾーンの学生のためのキャリア教育

プログラムの開発と実施プロジェクト」において

下記 3 回の情報交換会を開催した． 
第 1 回「障害学生に対するキャリア支援のため

の交流会（情報交換会）」2020 年 9 月 30 日（水）

16 時～18 時（Zoom によるオンライン） 
ここでは，新型コロナウイルス禍におけるキャ

リア・就職支援について各大学でどのような取り

組みが行われているのかについて Zoom のブレイ

クアウトルームを用いて情報交換を行った．また，
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支援に際して有用なツールである ESPIDD につい

て情報提供を行った．そして，本研究で実施する

キャリア教育プログラムの概要について説明を行

った． 
第 2 回「第 2 回障害学生に対するキャリア支援

のための交流会（情報交換会）」2020 年 12 月 15
日（火）15 時～17 時（Zoom によるオンライン） 

ここでは，他校事例紹介として跡見学園女子大

学における支援の実践事例について紹介してもら

ったのちに，現時点で抱えているキャリア・就職

支援の課題について Zoom のブレイクアウトルー

ムを用いて情報交換を行った． 
第 3 回「第 3 回障害学生に対するキャリア支援

のための交流会（情報交換会）」2021 年 1 月 19 日

（火）15 時～17 時（Zoom によるオンライン） 
ここでは，現時点で抱えているキャリア・就職

支援の課題について Zoom のブレイクアウトルー

ムを用いて情報交換を行ったのちに，2 月に実施

予定のキャリア教育プログラムの詳細な内容につ

いて説明を行い，意見交換を行った． 
 
２）キャリア教育プログラムの実施 
 令和 2 年度は試行版のキャリア教育プログラム

を 2 つ作成し，実施した． 
 第 1 回「大学間連携キャリア教育プログラム～

自分のことを知ろう～」2021 年 2 月 16 日（火）

15 時～17 時（Zoom によるオンライン） 
 本プログラムは，第 1 ワーク：自分の「好き・

嫌い」をすること，第 2 ワーク：自分の「得意・

苦手」を知ることという 2 つのワークによって自

分の特性や身についている力を知ることを目的と

したものであった．個人ワークを行ったのちに，

グループで意見交換をするというアクティブラー

ニング型のプログラムとなっていた．第 1 ワーク

では，まず，練習課題として，好きな食べ物，嫌

いな食べ物は何か，そしてその理由は何かについ

て書いてもらい，意見交換を行った．その後，好

きなこと，嫌いなことは何か，そしてその理由は

何かについて書いてもらい，意見交換を行った．

第 2 ワークでは，これまでの人生の中での成功体

験と失敗体験を思い出してもらい，それを自分の

得意なこと，苦手なことに置き換えてもらい，意

見交換を行った． 
 第 2 回「大学間連携キャリア教育プログラム～

学生と企業の交流会～」2021 年 3 月 4 日（木）15
時～17 時（Zoom によるオンライン） 
 本プログラムは，企業による説明のあとに，学

生，支援者および企業担当者が働くことに関して

意見交換することを通して，働くことの理解を深

めることを目的としていた．意見交換のテーマと

しては，「学生と社会人の違い」「働くことの楽し

さ」「働くことの大変さ」「自分の強みや弱みの見

つけ方，向き合い方」「社会に出るために今した方

がよいこと」「理想の働き方や生き方」を取り上げ

て意見交換を行った． 
 
３． まとめと今後の課題 
 令和 2 年度は支援者との情報交換会を 3 回，試

行版のキャリア教育プログラムを 2 回行った．情

報交換会の成果としては，大学間での支援者同士

のつながりを作ることができたこと，そして，互

いの情報を交換することで知識を増やすことがで

きたことがあげられる．試行版のキャリア教育プ

ログラムの成果としては，参加者のアンケートか

ら判断できることとしては，支援者とともに参加

するプログラムにしたことで，学生と支援者のや

り取りが深まったことや意見交換をすることによ

る理解の深まりを参加者が感じることができた点

があげられる． 
今後の課題としては，キャリア教育プログラム

の教育効果を検証することがあげられる．今年度

キャリア教育プログラムの教育効果を測定するた

めのプレポスト調査は作成したが，キャリア教育

プログラムへの参加者が少なかったこともあり，

実際にその効果を検証することができなかった．

これは，プログラムの告知期間が短かったことが

影響していることが考えられる．そのため，次年

度には情報交換会とキャリア教育プログラムの実

施時期をもう少し早め，支援者に早期の段階でど

のようなプログラムであるのかについて説明をし

たうえで，学生にすすめてもらえるような形に改

善をしたいと考えている。 
 
４． この助成による発表論文等 

2021 年度に学会にて発表予定である．

 


